
病院訪問教育について（三角山分校） 

 

1. 訪問教育とは？ 

病気の療養のために入院し学校に通学して教育を受けることができないお子様に、特別支援   

学校の教員が病院を訪問して学習指導を行う教育制度です。 

 札幌市内の病院に入院した場合、手稲養護学校三角山分校による訪問教育指導を受ける 

ことができます。 

訪問指導は、基本的に個別指導となり、授業は週３回、１回に２時間 となります。  

（年間授業時数２１０時間） 

個別指導となるため、入院前に通っていた学校の教育内容を踏まえて、治療内容や日々の 

体調に合わせて柔軟に対応をします。 

 

２． 転学の流れ 

病院の主治医・看護師へ教育相談の申込 

 

三角山分校での教育相談を受ける 

 

         入院前に通学していた学校へ転学希望を保護者より申し出 

 

         入院前に通学していた学校、市町村教育委員会、三角山分校による転学手続き 

 

         病院訪問教育の実施 

 

                退院時には、入院前に通っていた学校へ転学 

 

３． 教育相談をご希望される方は・・ 

        まずは、病院の主治医又は看護師にご相談ください。 
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